
全
農
地
に
10
ａ
当
た
り
２
ｔ
も
の
牛
糞
堆
肥

を
投
入
し
ま
し
た
。
吉
弘
さ
ん
は
、「
必
要

な
農
薬
や
化
学
肥
料
の
量
が
、
そ
れ
ま
で
の

半
分
に
な
り
、
お
か
げ
で
、
県
の『
特
別
栽

培
米
』の
認
証
を
受
け
ら
れ
た
ん
で
す
」と

話
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
水
田
を
効
率
的
に
利
用
し
よ
う

と
、
大
豆
や
小
麦
と
の
二
毛
作
を
始
め
た
ほ

か
、
平
成
24
年
か
ら
は
、
米
粉
パ
ン
や
、
み

そ
、
そ
ば
な
ど
の
加
工
品
作
り
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
米
粉
パ
ン
工
房「
パ
ン
＆
米
夢（
パ

ン
ト
マ
イ
ム
）」
は
、
年
間
３
０
０
０
万
円

を
売
り
上
げ
る
人
気
店
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
法
人
全
体
の
売
上
は
年
１
億
円
。

９
年
連
続
の
黒
字
を
達
成
し
、
雇
用
す
る
地

元
住
民
は
設
立
当
初
の
３
７
名
か
ら
４
９
名

に
増
え
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
、「
フ
ァ
ー

ム
・
お
だ
」と
い
う
就
職
先
が
で
き
た
こ
と

で
、
都
市
に
出
て
行
っ
た
人
々
が
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
い
ま
す
。

 

「
大
切
な
の
は
、
い
か
に
利
益
を
上
げ
る
か

量
の
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
の
整
理
で

す
。
法
人
設
立
前
、
地
区
内
に
各
１
５
０
台

あ
っ
た
も
の
を
、
大
型
機
械
10
台
に
削
減
。

地
区
の
機
械
投
資
額
を
約
７
億
円
か
ら
約

６
０
０
０
万
円
ま
で
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
土
壌
改
良

に
着
手
。
近
隣
の
畜
産
農
家
と
連
携
し
て
、

や
め
た
い
」と
回
答
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

 

「
先
祖
伝
来
の
農
地
を
守
り
、
集
落
を
維
持

発
展
さ
せ
る
方
法
は
な
い
も
の
か
と
、
毎
日
、

夜
中
ま
で
仲
間
と
議
論
を
重
ね
ま
し
た
」と
、

吉
弘
さ
ん
。

　

そ
し
て
辿
り
つ
い
た
の
が
一
戸
あ
た
り
平

均
70
ａ
の
農
地
を
、「
農
事
組
合
法
人
」
の

下
に
集
約
し
、
約
１
０
０
ha
の
農
地
を
一
括

管
理
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
を
改
善
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

当
初
は「
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
土
地
が
、

な
く
な
る
の
で
は
な
い
の
か
？
」と
、
反
対

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
吉
弘
さ
ん
た
ち

は
、
地
道
に
説
明
会
・
勉
強
会
を
開
催
。

 

「
最
終
的
に
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
農
家
が
納
得

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
遊
休

施
設
や
敷
地
・
空
き
倉
庫
な
ど
、
地
域
資
源

を
フ
ル
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」

「
農
業
で
食
べ
て
い
け
る
な
ら
」と

Ｕ
タ
ー
ン
す
る
人
が
続
々

　

吉
弘
さ
ん
た
ち
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、

農
家
の
経
営
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
た
、
大

６
割
の
農
家
が「
10
年
後
に
は
農
業
を

や
め
た
い
」と
答
え
た
こ
と
に
危
機
感

　

広
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
東
広
島
市
河

内
町
小
田
地
区
は
、
椋む

く
梨な

し
ダ
ム
に
程
近
い
中

山
間
地
で
す
。
地
区
の
世
帯
数
は
２
１
３
戸
。

全
農
家
の
95
％
が
加
入
す
る
農
事
組
合
法
人

「
フ
ァ
ー
ム
・
お
だ
」
は
、
県
内
最
大
級
の

農
業
集
落
と
し
て
、
集
落
の
維
持
・
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
を
設
立
し
た
の
は
、平
成
17
年
。「
あ

の
こ
ろ
、
地
区
は
危
機
的
な
状
況
で
し
た
」

と
、
組
合
長
理
事
の
吉
弘
昌
昭
さ
ん
は
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
で
小
学
校
や
診
療
所
も
閉

鎖
さ
れ
、
基
幹
産
業
の
農
業
も
赤
字
経
営
で
、

若
者
は
都
市
に
流
出
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
農
家
の
６
割
が「
10
年
後
に
は
農
業
を

「
フ
ァ
ー
ム
・
お
だ
」
は
広
島
県
最
大
級
の
農
事
組
合
法
人
で
す
。
地
区
の
米
農
家
約
１
５
４
世
帯
が
参
加
し
、

１
０
０
ha
を
超
え
る
規
模
の
米
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
個
人
所
有
の
農
業
機
械
の
整
理
や
土
壌
改
良
に
よ
る
米
の

品
質
向
上
、
米
粉
パ
ン
工
房
の
設
立
な
ど
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、
年
間
売
上
１
億
円
、
９
年
連
続
の
黒
字
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

地
域
再
生
の
中
核
役
割
を
果
た
す「
農
事
組
合
法
人
」を
設
立

土
壌
改
良
で
品
質
ア
ッ
プ
、米
粉
パ
ン
製
造
販
売
の
開
始
な
ど

徹
底
し
た
経
営
改
善
に
挑
戦
し
、９
年
連
続
で
黒
字
を
達
成
！

文
／
茂
島
信
一　

写
真
／
吉
田
真
也

トップランナーを支えた力！
　吉弘さんたちは、ファーム設立に当たり、説明会・
勉強会を幾度も開催しました。「事業を成功させ
るためには、参加者全員が、農業経営についてしっ
かり考えることが大切。特に、これまで地域の農
業を守ってきた女性には分かりやすく説明しまし
た。各家庭で、実際にものごとを決めるのは、な
んといっても感性に優れた女の人ですから（笑）」

と
い
う
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
雇
用
が
生
ま

れ
、
さ
ら
に
事
業
を
広
げ
て
、
新
た
な
雇
用

を
生
む
。
そ
の
た
め
の
仕
組
み
が『
フ
ァ
ー

ム
・
お
だ
』な
ん
で
す
」と
吉
弘
さ
ん
。

　

平
成
26
年
か
ら
は
、
国
・
県
の
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、リ
ー
フ
レ
タ
ス
の「
浮

き
楽（
う
き
ら
く
）栽
培
」や
飼
料
用
米
の「
直

播
き
栽
培
」な
ど
、
新
し
い
技
術
の
導
入
に

も
挑
戦
中
で
す
。

 

「
小
田
地
区
の
農
業
を
も
っ
と
魅
力
あ
る
仕

事
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
若
い

人
た
ち
が
、
も
っ
と
地
域
に
来
て
く
れ
る
は

ず
。
目
標
は『
住
み
よ
く
楽
し
く
明
る
い
地

域
づ
く
り
』で
す
」

　

そ
う
語
る
吉
弘
さ
ん
の
視
線
は
、
常
に
、

ふ
る
さ
と
の
未
来
に
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

vol.
94
Challengers!

チャレンジャーズ

トップランナーの軌跡

米粉パン工房「パン＆米夢（パントマイム）」
の商品は４０～５０種類。女性ならではの視点
を活かして開発しており、リピーターも多い

収穫した米は「小田米」としてブランド化。「株
式会社なかやま牧場」が経営するスーパー7
店やＪＡ・業者・直売所などで販売している

広
島
県   

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
・
お
だ

「ファーム・おだ」の従業員は、
パン工房を含めると、49名。
そのうち5名はUターンIター
ンした若者たち

「26年産は、昨年同様、
約8000袋の米すべて
が一等米。土づくりの
成果です」と吉弘さん
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